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鶴 一樹

3 月初旬、唐津ひなまつりに家族と行ってきま

した。旧唐津銀行、旧大島邸、埋門の 3 ヵ所を

見て回りました。見るだけでも各々10 分程度、

移動も含め 40～50 分で見学終了！無料！

時間があったので駐車場に戻る途中「旧高取

邸」の看板が目に入り、以前に一度見学したと

ころですが入館料 520 円を払って入ると、入口

にいた年配のボランティアガイドさんが案内し

てくれました。邸内の柱や杉戸絵、欄間などは

懐中電灯で反対側から照らすなど配慮があり、

際立って良く見えました。大きい昔のガラスや

能舞台、庭には唐津焼の寒山捨得像と虎など

次々に適切、簡潔、スピーディーに飽きさせず

約 1 時間ほどガイドして頂きました。ガイドさ

んの説明に「へえ～」「ふ～ん」「お～！」と

それぞれの価値を共有出来て楽しい時間を過ご

せて満足しました。案内してもらうことで多く

のことを理解でき、感動も深まりガイドさんに

感謝して帰路につきました。

旧高取邸は、杵島炭鉱などの炭鉱主として知

られる高取伊好（たかとりこれよし）の邸宅で、

約 2300 坪の広大な敷地に大きな 2 棟の建物が建

っています。平成 10 年に国の重要文化財の指定

を受けています。

和風を基調としながら洋間を持つなど同時代

の邸宅の特色を備える一方、大広間に能舞台を

設けるなど独特の造りになっています。また、

杉戸絵、欄間等の意匠にも見どころが多いのが

特徴です。皆さんもお出かけになりませんか？

3月 14 日、歴史民俗資料館において総会を開

催し、改めて団員の同意を得てれきみん応援団

を今月末で解散することを正式に決めました。

また、覚書等資料及び残金の処分についても分

割配付は行わないこととし、有田史談会が受け

継ぐことになりました。直後より引き継いだ覚

書・マップ等を有効に活用するため検討し、新

年度より新たな活動を実施出来るよう準備を進

めています。

れきみん応援団を発足させ、13 年の間有田町

歴史民俗資料館の支援ご協力を頂いた皆様には

大変感謝しています。本当に有難うございまし

た。そしてお疲れさまでした。

なお、これまで着用してきたれきみん応援団

のベストは記念にお持ちください。

【日時】2026 年 4 月 7 日（火）13:30～15:30
【会場】キッチングランマ

新年度始めは食事会でスタートするのが恒例

になっていますが、今年はキッチングランマの

スタッフが揃わないとの理由で食事会は取り止

めです。コーヒー＆スイーツでの総会開催にな

りますが、皆様には昼食を済ませてからお集ま

り下さいますようお願い致します。新年度に向

け新たな取組等皆様と協議しスタートしたいと

思います。なお、年会費￥6000 を準備しご参加

下さいますようよろしくお願い致します。


